
第１回 琴似小学校改築検討協議会議事概要 

 

１ 日時 

  令和４年（2022 年）９月 14 日（水）10：30～11：45 

 

２ 場所 

  琴似小学校 ３階視聴覚室 

 

３ 出席者 

  別紙のとおり 

 

４ 協議会次第 

⑴ 開会あいさつ(加藤整備保全担当課長) 

子どもたちの学びの場、地域の施設としてもより良いものになるよう、学校に関

わりの深い方々にご意見等協力をいただきたく、改築検討協議会を開かせていただ

いている旨の開会の挨拶。 

 

 ⑵ 改築検討委員会・協議会の趣旨説明及び基本設計のスケジュールについて 

(高橋計画係長) 

【資料「改築検討委員会・協議会体系図」、「基本設計 想定スケジュール」】 

 

  ア 改築検討委員会について 

改築検討委員会とは、改築の基本設計を行う際に、学校に立ち上げていただい

ている組織であることを説明。 
 

イ 基本設計のスケジュールについて 

資料をもとに、改築検討協議会及び住民説明会のスケジュールを説明。 

 

⑶ 学校施設と児童会館の複合化について（工藤整備事業推進担当係長） 

【資料「学校施設と児童会館の複合化について」】 

   現校舎にある琴似小ミニ児童会館を、今回の校舎改築にあわせて、新校舎と複合

化した児童会館として整備する旨、複合化後の児童会館の概要、整備内容について

説明。 

 

⑷ 近年の整備事例及び新校舎の配置計画案について(施設整備係 玉井) 

【資料「琴似小学校 新校舎の配置計画案について」、「琴似小学校改築ほか工事 

基本設計 第１回改築検討協議会資料」】 

  

  ア 事業スケジュール 

令和４年度基本設計、令和５年度実施設計、令和６年度工事着手の想定である



旨説明 

   

イ 改築における施設整備の目標 

    多様で柔軟な学習空間、健やかな学習・生活環境、地域との円滑な連携、環境

への配慮の４点を目標として施設整備を計画している旨説明。 

 

ウ 近年の整備事例の紹介 

近年改築した学校において整備しているワークスペース、多目的室、バリアフ

リー対策、避難所としての設備について説明。 

 

  エ 配置案の検討について 

 児童の安心・安全、周辺環境との調和、屋外施設、経済性、施工計画等に配慮

し、現校舎のグラウンド、プールの位置に建て替えを行う配置計画案を説明。 

現校舎位置での建て替えについては、全体工程やグラウンドの使用不可期間が

長くなること、引っ越し作業が２回となる、仮設校舎の建設により多額の費用が

発生する等、複数の課題があることから、既存校舎を使いながら敷地内の別の場

所に建てる配置計画案とした旨説明。 

 

⑸ 配置計画案等に関する意見・質疑応答 

質 疑 回 答 

 エレベーターが整備されるのであれ

ば、例えば５階建ての校舎を建設するな

ど、３階建てにこだわる必要はないので

はないか。 

 これまで改築している学校は基本的

に３階建てとなっているのか。 

 階層が増える程、子どもが歩くのが大

変になり、教員による管理も難しくな

る。 

 敷地に制限がある場合は、４階建てで

改築する学校もあるが、琴似小学校は３

階建てで改築しても敷地内に収まるた

め、あえて４階建てで建設する必要はな

いと考えている。 

 現在の校舎に比べ、改築後の校舎の給

食室がかなり大きくなっているが、どの

ような理由なのか。 

 現在の校舎の給食室については、二十

四軒小学校で作った給食を保管するだ

けの場所となっているが、今回の改築の

タイミングで、琴似小学校内で給食を作

ることとなるため、既存校舎よりも大き

い給食室を設ける必要がある。 

 学校敷地南側に面する西区民センタ

ー前通は、西区役所や西区民センターへ

の入場待ちの自動車の列が並ぶことが

よくある道路である。また、南側に昇降

口を配置した場合、学校敷地西側の川添

通を多くの児童が登下校で使用するこ

グラウンド側に昇降口を設け、また、

学校敷地の一部を遊歩道として利用し、

学校北側から登下校を行う児童が川添

通を歩かずに昇降口へ行けるようにす

るなど、児童の安全を考えた対策を今後

検討していきたい。 



とになると思うが、川添通は交通量が多

く、また、冬期間は、積雪の影響により

歩道状況が良くないため、安全面で懸念

が生じている道路である。 

 昇降口の位置の変更やグラウンドを

歩いて昇降口へ行けるようにするなど、

児童の通学安全の観点から何か対策が

できないのか。 

 改築後の校舎にはエアコンの設置を

検討してほしい。 

設置費用や電気容量の観点から、エア

コンの導入に踏み切れていない状態で

あり、現時点でできる対応として、スポ

ットクーラーといった移動式エアコン

の設置を進めているところである。 

 その他、新校舎においては、建物の外

断熱化や庇の設置等の可能な限りの暑

さ対策を行っていく予定。 

  配置計画案等についての意見 

自分自身の経験から、４階建ての校舎は階段の昇降が大変辛かった実感がある

ため、３階建てで改築するのが良いと思う。 

 現校舎が建っている学校敷地北側の西区役所前通は、登下校の時間帯に合わせ

て自動車が進入できないよう看板を立てている。新校舎建設後も、昇降口前の道

路は登下校の時間帯は通行禁止にするなど、児童の交通安全に考慮した対策をし

てほしい。 

 今回提示いただいた配置案が経済性や工期の面等を総合的に考えると最も合理

的な案であることは十分に理解しているが、琴似小学校はただでさえ校区の端に

位置しているため、感情的には、少しでも校区の中心に近い現校舎位置での建て

替えも良いのではないかという思いもある。 

 

【結論】 

   学校配置については、今回提案した配置計画案をベースとして設計し、次回協議

会で昇降口の位置や教室等の詳細配置を検討することとする。 

 

 ⑹ 改築検討委員会委員長あいさつ(荒井琴似小学校長) 

改築検討委員会の皆さまには、琴似小学校の教育活動並びに校舎改築につきまし

て、今後もご理解とご協力をお願いしたい旨の閉会の挨拶。 

 

 

以上 


